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飯田都市計画特定用途誘導地区の決定について 

 

飯田市建設部 地域計画課 

趣旨 

都市再生特別措置法第 109 条第１項の規定に基づき、中心拠点の都市機能集積区域のうち、

当該施設の立地の維持・誘導を促進する必要がある区域について、現行の用途地域と整合を

図りつつ、飯田都市計画に「特定用途誘導地区」を決定します。 

 

１ 背景 

  飯田市では、令和２年４月１日に公表した「いいだ山里街づくり推進計画（飯田市版立地適正

化計画）」における中心拠点の都市機能集積区域（都市再生特別措置法の都市機能誘導区域に相

当）内において、立地を誘導すべき都市機能の増進を図るための施設（誘導施設）として「医療

施設（二次・三次救急医療機関）」を位置付けており、将来にわたって当該施設の立地の維持・誘

導を図っていく方針としています。 

今回決定を行う区域は、既に医療施設（二次・三次救急医療機関）が立地しており、中心拠

点及びその周辺の住民サービスの維持向上に向けて、今後の医療機能の拡充が予定されていま

す。当市の「いいだ山里街づくり推進計画（飯田市版立地適正化計画）」とも整合が図られてい

ることから、当市のまちづくりとして取り組むものです。なお、長野県とは事前協議を行い令

和５年４月 28 日に異存なしとの回答をいただいています。 

 

２ 都市計画決定の内容 

種  類 面  積 建築物等の誘導すべき用途 建築物の容積率の最高限度 

特定用途誘導地区 

（大通り１丁目ほか） 
約 1.3 ha 病院（二次・三次救急医療機関） 

現行 200%→最大 300% 

※誘導すべき用途以外が含

まれる場合は、別表の計算式

による。 

別表 

当該建築物の全部又は一部を誘導すべき用途に供する建築物の容積率の最高限度は、次に定める 

数式によって計算した数値とする。 

Ｖ＝３Ｖｃ／（３－Ｒ） 

この式において、Ｖ、Ｖｃ、Ｒは、それぞれ次の数値を表すものとする。 

Ｖ ：建築基準法第 52 条第１項第７号の数値 

Ｖｃ：建築物がある用途地域に関する都市計画において定められた容積率の数値 

Ｒ ：建築物の誘導用途に供する部分の床面積の合計のその延べ面積に対する割合 

 

３ 主なスケジュール 

  令和５年６月 19 日 産業建設委員会協議会 

令和５年６月 30 日 土地利用計画審議会・都市計画審議会 勉強会 

  令和５年７月以降  関係する住民への周知 

パブリックコメント（１ケ月間） 

        関係する地域協議会への意見聴取 

        土地利用計画審議会・都市計画審議会 諮問・答申 

令和５年９月    長野県知事協議 

令和５年11月    飯田市都市計画決定 


